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問010039解説
◆解答

設問１ オ

設問２ ａ ウ ｂ イ ｃ イ ｄ エ

◆解説

ＩＥＥＥの浮動小数点数に関する問題である。

１０進数からの求め方の手順

① 基数変換する。

１０進数を２進数に変換する。

② 正規化する。

２進数にシフト演算を行い、ＭＳＢのビットを１の位にシフトする。シフト後の値と元の

値の調整を行う。シフト演算のビットシフトが右にＮビットの場合、指数部の調整は＋Ｎ、

シフト演算のビットシフトが左にＮビットの場合、指数部の調整は－Ｎとなる。

③ 指数部の値を決める。

０１１１１１１１±Ｎで求める。Ｎの値は正規化の段階で求めた値を使用する。

④ 仮数部の値を決める。

正規化で求めた値から１を引いた小数の２進数を用いる。仮数部が２３ビットになるよう

に調整する。

⑤ 符号部の値を決める。

元の１０進数が正の場合は０、負の場合は１となる。

⑥ 浮動小数点数を２進数で表示する。

符号部の１ビットは⑤で求めた値を使用する。指数部の８ビットは③で求めた値を使用す

る。仮数部の２３ビットは④で求めた値を使用する。

２進数表示から１０進数表示の求め方

① 指数部の２進数を１０進数に変換する。

② ①で求めた１０進数に－１２７を加算する。

③ 仮数部の小数に１を加算する。

④ ③で求めた値を１０進数に変換する。

(②で求めた値)⑤ (④で求めた値)×２

次の具体例について考える。

０.７５を２進数で表すと、(０.１１)＝(１.１)×２ となる。－１

これを２進数表示で表すと、次のようになる。
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仮数部は、(１.１)×２ の１を除いて、０.１００…０となり、指数部は－１＋１２７＝１－１

２６＝(０１１１１１１０) となる。２

図２の指数部の２進数を１０進数に変換すると、１２６となる。

これに－１２７を加算すると、１２６－１２７＝－１

図２の値は (１.１) ×２ ＝(１.５) ×２ ＝０７.５となる。２ １０
－１ －１

設問１

与えられた次の２進数を１０進数に変換する。

指数部の２進数０００００１０１を１０進数に変換すると５となる。

この値に－１２７を加算すると ５－１２７＝－１２２

図の２進数を１０進数に換算すると、

－１２２ －１２５ －１２５１.０１１×２ ＝１０１１×２ ＝(１１) ×２１０

となる。求める答えはオとなる。

設問２

１０Ａの指数部は １００００１００－０１１１１１１１＝０００００１０１＝(５)

５Ａの値 １.０１×２

１０Ｂの指数部は １０００００１１－０１１１１１１１＝０００００１００＝(４)

Ｂの値 １.１×２ となる。これをＡの指数に合わせると、０.１１×２ となる。４ ５

５ ４減算を行うと、(１.０１)－(０.１１)＝０.１×２ ＝１.０×２

５ ４ ９乗算を行うと １.０１×２ ×１.１×２ ＝(１.０１＋０.１０１)×２

９＝１.１１１×２

ａは０.１１となり、求める答えはウとなり、ｂは４となり、求める答えはイとなる。

ｃの指数部は ０１１１１１１１＋０００００１００＝１０００００１１となり

ｃは、０１０００００１１００００００…０となる。求める答えはイとなる。

ｄは、１.１１１となり、求める答えはエとなる。
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